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次     第 

 
 
 

１．開 会 
 
２.会長挨拶 

 
３．議長選出   

 
４．議 事          【第１号議案】   ①平成２９年度事業活動報告 

②平成２９年度収支決算報告 

③平成２９年度会計監査報告 

 

【第２号議案】  役員の変更及び新役員の選任 

 

【第３号議案】  ①平成３０年度事業活動計画 

②平成３０年度収支予算 

 

                       【その他】 

 

５．議長解任 

 

６．閉 会
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【第１号議案の①】 

 

 

平成２９年度 事業活動報告 

 

 

平成２９年度事業計画に基づき、テレコミュニケーション教育事業（電話応対コンクール、企業電話応対コ

ンテスト、電話応対技能検定等）を通じて、顧客満足経営を推進する企業の人材育成を支援するとともに、

ＩＣＴ活用推進事業（各種セミナーやホームページ等による情報提供）の実施により、会員及び情報通信サ

ービス利用者の利便増進に取り組んできました。具体的な実施状況は以下の通りです｡ 

 

 

１．テレコミュニケーション教育事業 

（１）電話応対コンクール 

各企業の社員の電話応対と応対技能のレベルアップを通じて、顧客満足経営の推進を図るための人材

育成を目的として毎年実施しています。 

参加者は、毎年設定される競技問題に取り組み、電話応対サービスの技能を競い合います。 

 

 

 

項　　目 実施月日 実施場所 事業所数 参加者数

北京都協会１次予選（電話録音方式） 平成29年7月19日～21日 各事業所 ６社 ３７名

北京都協会2次予選（集合方式） 平成29年9月5日 NTT福知山本館ビル ６社 ３６名

京都府大会（集合方式） 平成29年10月6日 ハートピア京都 ５社 １３名

全国大会（集合方式） 平成29年11月17日
りゅーとぴあ

新潟市民芸術文化
会館

１社 １名
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■電話応対コンクール 京都府大会 結果 

表彰項目 事業所名 氏名

最優秀賞 (株)NTTフィールドテクノ関西支店京都カスタマサポートセンタ113センタ 丸下　精一郎

優秀賞 (株) ジュピターテレコム 中村　祐美子

優良賞 佐川急便(株)京都南営業所 矢代　祐実

優良賞 (株)NTTフィールドテクノ関西支店京都カスタマサポートセンタ113センタ 八重樫　京子

優良賞 サロンドロワイヤルコールセンター 中原　由加里

優良賞 (株)NTTマーケティングアクト関西支店116・IP部　関西116センタ 島本　輝

NTT賞 京都北都信用金庫 大堀　雅史

NTT賞 ニッセン・クレジットサービス(株) 宮崎　美保

NTT賞 (株)NTTマーケティングアクト関西支店116・IP部　関西116センタ 多田　真紀子

当日賞 京都北都信用金庫 石川　翔

審査委員特別賞（荒木） 佐川急便(株)峰山営業所 中江　花織

審査委員特別賞（吉見） 日本新薬(株)くすり相談室 小池　千雅

審査委員特別賞（小堀） ニッセン・クレジットサービス(株) 久板　篤
 

 

■電話応対コンクール 全国大会 結果 

受賞 事業所名 氏名

優良賞 (株)NTTフィールドテクノ関西支店京都カスタマサポートセンタ113センタ 丸下　精一郎
 

（２）企業電話応対コンテスト 

ユーザ協会本部が運営を統括しているもので、エントリー頂いた職場・事業所に合わせて設定したスクリ

プトに基づき、コンテスト専門スタッフが仮のお客様となって、予告なしに電話をかけ、その応答模様を

テープ に録音し、複数の審査員で審査をする形式で実施しました｡ 

 

京都支部 参加企業 1 社 

医療法人恵心会 京都武田病院 様 （サービス部門） 

<参考>全国参加事業所 業種部門別内訳 

　業種部門名 事業所数

　商業・金融部門 123

　工業・公益部門 47

　サービス部門 114

　コールセンター等電話応対専門部門 151  
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（３）電話応対技能検定（もしもし検定） 

電話応対のエキスパートとして即戦力になり得る社内指導者の育成を目的とした検定制度で、 

平成 29 年度については、実施総回数は減少したが、受験者総数は増加となった。 

 

項目 実施月 実施場所 事業所数 参加人数 合格者数 合格率

１級　研修会・検定試験 １０月 京都支店ビル ７社 ７名 ３名 42.8%

６月 京都支店ビル ７社 ７名 ３名 42.8%

１２月 京都支店ビル ３社 ３名 ２名 66.6%

５月 京都支店ビル １社 １名 １名 100.0%

７月 京都支店ビル ８社 １０名 １０名 100.0%

９月 京都支店ビル ６社 ８名 ６名 75.0%

１１月 京都支店ビル ４社 ６名 ５名 83.3%

３月 京都支店ビル １社 １１名 １０名 90.9%

５月 京都支店ビル １２社 １６名 １２名 75.0%

６月
セコム株式会社
近畿本部内会議室

１社 ２１名 １８名 85.7%

７月 京都支店ビル ８社 １１名 ６名 54.5%

９月 京都支店ビル ６社 １１名 ９名 81.8%

京都支店ビル １０社 １３名 ７名 53.8%

京都生活協同組合組合員
コールセンター会議室

１社 ２名 ２名 100.0%

株式会社KBS 会議室 １社 ４名 １名 25.0%

７６社 １３１名 ９５名 72.5%

１１月

２級　研修会・検定試験

３級　研修会・検定試験

４級　検定試験

合　計（延）  

 

 

 

（４）電話応対診断 

電話応対の専門家が参加企業の電話応対レベルを客観的に数値化・診断し、アドバイスも含め報告 

します。 

 

実施月日 判断内容 事業所数 参加者数 診断実施者

平成29年6月7日・8日 ６社 ３５名

平成29年7月11日・12日 １０社 ４９名

顧客満足度向上対策
㈱オフィスフロレゾン

代表取締役社長
藤島　久美子 氏
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（５）電話応対・ビジネスマナー研修等 

企業人・社会人としての心構え、ビジネスマンとしての接遇・接客・言葉使い、お客様からのクレームに対

する応対及び電話応対コンクールでの入賞を目的とした研修を実施。 

 

項目 実施月日 実施場所 講師等

平成29年4月5日 綾部 Ｉ・Ｔビル

平成29年4月7日 ＮＴＴ西日本福知山本館ビル

平成29年4月21日 舞鶴商工観光センター

電話応対コンクール全国大会出場者
３支部合同ステップアップ研修
(京都・滋賀・奈良）

平成29年10月30日 京都テルサ

ｃｏｍ．企画
小堀　恭子
パナソニック株式会社
堤 好美
シャープ株式会社
橋本　美詠子

３名/３社

２社/１９名

電話応対コンクール京都府大会
出場者スキルアップ実践研修

平成29年9月25日 ハートピア京都

ｃｏｍ．企画
小堀　恭子
パナソニック株式会社
堤 好美

２社/２名

事業所数/
参加人数

フレッシュ社員等ビジネスマナー研修
ｍｍ.ユアーズ
吉見さつき

１３社/４７名

５社/９名

１４社/３４名

平成29年6月15日 ＮＴＴ西日本福知山本館ビル ４社/１２名

平成29年6月16日 宮津商工会議所

ｍｍ.ユアーズ
吉見さつき

電話応対コンクール事前対策セミナー

平成30年3月23日
福知山サンホテル

１F扇ホール
com.企画
小堀恭子

５社/６名

ビジネスマナーフォローアップ研修
（舞鶴商工会議所との共催）

平成29年11月21日 舞鶴商工会議所
ｍｍ.ユアーズ
吉見さつき

５社/８名

クレーム応対研修

新入社員ビジネスマナー研修
平成29年4月12日

京都北都信用金庫様
会議室

ｍｍ.ユアーズ
吉見さつき

１社/２５名

 

 

（６）講師紹介 

全国２５０名以上の豊富な協会契約講師陣の中から、新入社員教育・コールセンター教育等、電話応

対教育に関する講師をご要望に沿って紹介します。 

 

紹介先事業所名 講師 実施月日 実施内容

金下建設株式会社　様　（宮津市） ビジネスマナー・接遇の基本研修
11月28日

ｍｍ.ユアーズ
吉見さつき

12月4日

府立医大付属北部医療センタ　様　（宮津市） 4月3日 接遇マナー研修
JBMコンサルタント
萩原麻美
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２．ＩＣＴ活用推進事業 

（１）ＩＣＴ活用推進事業については、「セキュリティ」、「ワークスタイル変革」、「ビジネスＷｉ－Ｆｉ」、「ＩｏＴをは

じめとした最新のＩＣＴ動向」等を主要なテーマとして、企業が抱える課題について、ＩＣＴサービスの活用

により解決する実例を盛り込んだセミナーを開催しました。 

 

項目・テーマ 実施日 実施場所等 講師等
事業所数/
参加人数

平成29年9月21日

「改正個人情報保護法の要点」
   ～ポイントと必要なセキュリティ対策～

ホテルロイヤルヒル
福知山＆スパ

佐々木　一敏氏

６０社/８６名
「人生、何がわかるかわかりませんよ！」
～プライドを捨てた男の人生訓～

杉村　太蔵氏

 

 

（２）「標的型攻撃メール予防訓練サービス」の取組 

  会員様参加無料施策として、ホームページ・京都支部ニュースを通じご案内し、３社様にご参加いただき

ました。 

 

（３）ＩＣＴに関する情報発信については、ホームページ、テレコムフォーラム誌、メールマガジンを活用し、ＩＣ

Ｔを事業発展に役立てた実例を紹介する等、会員及び情報通信サービス利用者にお役立ていただけ

る情報を発信しました。 

 

３．「京都支部ニュース」の発行 

  各種事業のご案内・事業実施模様・会員様のご紹介・様々なご意見の掲載、事務局と会員様間及び会

員様相互間のコミュニケーションツールとして「京都支部ニュース」を毎月発行し、テレコムフォーラム誌

に同封し会員様へお届けしました。 
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４．その他 

各種セミナー・講演会 

経営者研鑽会（近畿事業推進部主催 ６支部合同企画） 

項目・テーマ 実施日 実施場所等 講師等 
事業所数/ 

参加人数 

【第１部】ビデオ講演＆シェア 

 ・ＩｏＴの要諦 

 ・第４次産業革命にむけて ～ＡＩ・ＩｏＴを使った既

存産業の再構築によるビジネスチャンス～ 

 ・経営者に役立つスマホ活用術 

【第２部】人脈創造交流会 

・２府４県を越えた会員様交流の場 

８/２（水） 大阪新阪急ホテル 
大前研一 

菅谷俊二 
５９社/８８名 

【第１部】ビデオ講演＆シェア 

 ・生産性を高める経営～ 企業はいかに「稼ぐ力」を

高めていけばよいのか～ 

 ・ＡＩ ＳＨＩＦＴ 

～ＡＩシフトする産業と新しいビジネス～ 

【第２部】講演  

・ＩｏＴビジネスの展望 最新ＩＣＴ事例の紹介 

２/２８（水） 梅田センタービル 

大前 研一 

丹羽 亮介 

小林 克之 

５２社/８３名 

 

５．会議等 

実施月日 実施場所等 議案内容

（１）第１号議案  　平成28年度事業報告、収支決算報告、会計監査報告

（２）第２号議案  　役員の人事（変更）

（３）第３号議案  　平成29年度事業計画（案）、収支予算計画（案）

（４）第４号議案  　会則の一部改正 （案）

理事会 平成29年5月30日
文珠荘2Ｆ橋立の間

（宮津市）

項目

 

 

６．会員の状況 

一般会員 247 4 36 -32 215

賛助会員 1 0 0 0 1

計 248 4 36 -32 216

平成２８年度末 入会数 退会数 増減 平成２９年度末会員区分
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【第１号議案の②】   

 

 

 

 

 

 

 

【収入の部】 　（単位：円）

会費収入

事業収入

　電話応対競技会収入 電話応対コンクール関連

  業務提携収入

  その他収入 １次予選審査結果フィードバック作成料

　セミナー等収入 各種セミナー・研修関連

  業務提携収入

セミナー等（公１）

セミナー等（公２）

セミナー等（その他）

  その他収入

セミナー等（公１）

セミナー等（その他）

　通信教育・訓練収益 電話応対診断参加企業無し

  施設見学会 開催見送り

　ネット情報提供収入（業務提携）

受取利息

支部からの一次借入

【支出の部】

事業費

　電話応対競技会費 電話応対コンクール関連

　セミナー等費
各種セミナー・研修関連会場費・講師委託費
等

セミナー等（公１）

セミナー等（公２）

セミナー等（その他）

  通信教育・訓練費 電話応対診断参加企業無し

　組織強化費

　ネット情報提供費 ﾌﾟﾛﾊﾞｲﾀﾞｰ費のみ、光回線は管理費で決算

　施設見学会 開催見送り

会議費

その他経費

　上部費等支出 本部、近畿事業推進部運営費負担

　消費税等分担支出

(B)当期支出合計

平成２９年度収支決算報告書 
自：平成２９年４月　１日

至：平成３０年３月３１日

　勘　　定　　科　　目 ① 予　算 ② 決　算 差異（②-①） 記　　事

1,860,000 1,596,910 ▲ 263,090

749,000 618,000 ▲ 131,000

0 2,000 2,000

300,000 302,000 2,000

300,000 300,000 0

1,340,000 1,194,910 ▲ 145,090

1,050,000 1,050,000 0

500,000 500,000 0

290,000 144,910 ▲ 145,090

350,000 350,000 0

200,000 200,000 0

110,000 0 ▲ 110,000

180,000 144,910 ▲ 35,090

30,000 0 ▲ 30,000

雑収入 100 0 ▲ 100

90,000 0 ▲ 90,000

100,000 100,000 0

(A)当期収入合計 2,609,100 2,264,910 ▲ 344,190

(D)前期繰越額 1,446,440 1,446,440 0

内部取引収入 0 50,000 50,000

　　              　　　（単位：円）

① 予　算 ② 決　算 差異（②-①） 記　　事

1,600,000 1,310,483 ▲ 289,517

2,571,000 1,776,187 ▲ 794,813

250,000 428,795 178,795

600,000 475,547 ▲ 124,453

300,000 230,880 ▲ 69,120

81,000 0 ▲ 81,000

300,000 21,309 ▲ 278,691

700,000 604,056 ▲ 95,944

管理費 350,000 462,389 112,389

100,000 15,600 ▲ 84,400

240,000 0 ▲ 240,000

250,000 138,176 ▲ 111,824

100,000 324,213 224,213

383,918 103,918

230,000 335,951 105,951

　勘　　定　　科　　目

(E)次期繰越額(C+D) 854,540 1,088,856 234,316

3,201,000 2,622,494 ▲ 578,506

(C)当期収支差額(A-B) ▲ 591,900 ▲ 357,584 234,316

50,000 47,967 ▲ 2,033

内部取引支出 280,000
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【第１号議案の③】 
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 【第２号議案】 

 

役員の変更及び新役員の選任 

 
 
１． 役員の変更 

 
 

（１）副会長 
 

事業所名 新 旧 

京丹後市商工会 行待 佳平 沖田 康彦 

 
 

 
   （２）理事 

 

事業所名 新 旧 

与謝野町商工会 足立 経彦 安田 光孝 
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２．新役員の選任 

（１）理事及び監事の選任【会則第１０条】

選任役職名 会    社    名  役　　職　　名 氏　　名 選任

福知山商工会議所 会頭 谷村　紘一 再任

舞鶴商工会議所 会頭 小西　　剛 再任

綾部商工会議所 会頭 塩田　展康 再任

宮津商工会議所 会頭 今井　一雄 再任

京丹後市商工会 会長 行待　佳平 再任

京都北都信用金庫 理事長 森屋　松吉 再任

サント機工株式会社 代表取締役会長 山下　信幸 再任

与謝野町商工会 会長 足立　経彦 再任

ふくし事業協同組合 理事長 奥田　省三 再任

株式会社両丹日日新聞社 代表取締役 勝方　　努 再任

京都府漁業協同組合 総務部部長 松尾　信一 再任

株式会社高見組 顧問 髙見　　彰 再任

丹後機械工業協同組合 理事長 山本　　正 再任

弥栄電設工業株式会社 代表取締役社長 嵯峨根　仁史 再任

株式会社京都銀行　福知山支店 理事　支店長 村上　　央 再任

北近畿タンゴ鉄道株式会社 代表取締役社長 吉岡　正和 再任

（２）協会会長及び協会副会長の選任【会則第１１条】

選任役職名 会    社    名  役　　職　　名 氏　　名 選任

会    長 福知山商工会議所 会頭 谷村　紘一 再任

舞鶴商工会議所 会頭 小西　　剛 再任

綾部商工会議所 会頭 塩田　展康 再任

宮津商工会議所 会頭 今井　一雄 再任

京丹後市商工会 会長 行待　佳平 再任

監  　事

副 会 長

理    事
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【第３号議案の①】 

 
 

平成３０年度 事業活動計画 
 
 
 

平成２９年度の事業運営に関して、テレコミュニケーション教育事業については、電話応対コンクール、企業

電話応対コンテスト、電話応対技能検定、電話応対研修等の事業を実施し、電話応対品質の向上、参加者の

スキルアップ等にお役立ていただきました。平成３０年度もより多くの企業にご活用いただくために、各事業への

参加勧奨に積極的に取り組むとともに、会員等の意見・要望等に基づき事業内容の更なる充実を図ります。 

ＩＣＴ活用推進事業については、中小企業の課題解決に資する内容のセミナー・講習会を開催するとともに、

標的型攻撃メール予防訓練サービスを提供し、会員及び情報通信サービス利用者にご活用いただきました。

平成３０年度も引き続きＩＣＴセミナー及び標的型攻撃メール予防訓練サービス等を企画し、会員及び情報通

信サービス利用者にお役立ていただける事業を実施します。 

また、ホームページ、テレコム・フォーラム誌を活用してユーザ協会の活動内容を広く周知するとともに、電話

応対教育に関する各社の取り組み内容、ＩＣＴを事業発展に役立てた事例等の情報を発信します。 

 

Ⅰ 基本方針 

 

テレコミュニケーション教育事業については、より多くの方にご活用いただけるように広く事業紹介及び参加勧

奨を行うとともに、事業内容の更なる充実に取り組みます。 

また、ＩＣＴ活用推進事業については、会員及び情報通信サービス利用者が抱える課題の解決に資する内

容をセミナー、情報媒体等を通じて情報発信を行います。 

 

Ⅱ 具体的な取り組み  

 

１．テレコミュニケーション教育事業 

（１）電話応対コンクールについては、より多くの企業にご利用いただけるように、様々なチャネルを利用して広く

事業の紹介を行うとともに、未参加企業・事業所に対して積極的に提案を行い、より多くの事業所が電話応

対品質の向上にお役立ていただけるよう参加者の拡大を図ります。また、競技内容については、参加事業

所及び参加者にとって有益な施策となるように、内容の充実に取り組みます。 

（２）企業電話応対コンテストについては、他の電話応対教育事業実施時に積極的な事業紹介を行うとともに、

機会をとらえて個社毎に事業内容を丁寧に説明し、参加事業所の拡大を図ります。また、事業内容に対す

る意見･要望等を把握し、更なる充実に向けて改善検討を行います。 

（３）電話応対技能検定については、企業等が検定の仕組みを人材育成の手段としてご活用いただけるように

提案活動を行う等、受検者数の拡大に取り組みます。また、指導者級資格保持者の品質向上のための取り

組みを充実し、指導力、審査力の向上を図ります。 

（４）電話応対・ビジネスマナー等研修については、参加者のビジネススキルの向上及び参加事業所のＣＳ向上

等にお役立ていただけるよう、内容の充実に取り組みます。 
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２．ＩＣＴ活用推進事業 

（１）「ＩＣＴを活用した働き方改革」等、企業が抱える課題に適合したセミナーを更に充実させるとともに、独立行

政法人情報処理推進機構（ＩＰＡ）及び一般財団法人クラウド活用・地域ＩＣＴ投資促進協議会（ＣＬＯＵＤＩ

Ｌ）等と連携し質の高いセミナーの提供を図ります。 

（２）会員企業のセキュリティ意識の向上にお役立ていただくために「標的型攻撃メール予防訓練サービス」を更

に充実させます。また、商工会議所等と連携し地域のセキュリティ意識向上を図ります。 

（３）ＩＣＴに関する情報発信については、ホームページ、テレコム・フォーラム誌、メールマガジンを活用し、ＩＣＴ

を事業発展に役立てた実例を紹介する等、会員及び情報通信サービス利用者にお役立ていただける情報

を発信します。 

 

３．会員サービスの充実 

会員向けサービスとして、遠隔地の利用者に向けたオンラインセミナー、eラーニング等の新たなサービスを

導入し、会員満足度の向上を図ります。 

また、ユーザ協会事業の認知拡大のために事業ＰＲを積極的に行いますが、平成３０年度は商工会議所等

が運営する会員向け商取引支援サービス「ザ・ビジネスモール」と連携し、協会事業のＰＲに取り組みます。 

 

北京都地区協会における平成３０年度年間事業施策実施予定は、別紙のとおりです。 
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別紙

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

テレコミュニケーション教育事業

協会計画
主に新規採用社員を対象にしたビジネスマナーや電話応対

の基本を徹底指導
★

企業独自計画
＊講師派遣

会員企業様等が計画される新入社員研修への講師派遣依頼

に基づき契約講師を紹介し、企業様のカリキュラム等に基

づき指導
★

フォローアップ研修
新規採用社員や入社後概ね３年以内社員の思い出し研修と

してビジネスマナーや電話応対の基本を徹底指導
★

４級
１事業所で複数名が受験の場合、実施予定月以外でも調整

可能
★ ★ ★ ★

３級 ４級合格者の３級検定含む ★ ★ ★ ★

２級 とび２級検定含む ★ ★ ★ ★

１級 ★

クレーム応対研修
お客様等の心理状態を理解し適切なクレーム応対・話し

方・言葉使いなどを指導
★

ビジネスメール基礎講座
社内用・社外用等で作成するビジネスメールの基礎知識・

マナー等について解説
★

電話応対診断
事業所等の電話応対レベルをユーザ協会契約講師が、診断

評価し改善点等をフィードバック・指導
★ ★

チャレンジ
セミナー

初めて参加する方を対象とした説明会 ★5/8（火）

事前対策ｾﾐﾅｰ コンクール問題の解説、ロールプレイング ★

一次予選
＜職場に居ながら方式＞

出場申込企業様等の指定電話番号に審査員から架電し審査

を実施
★

二次予選
＜集合方式＞

一次予選通過者による京都府大会出場者を決定
★ ★

京都府大会直前ｽｷﾙｱｯﾌﾟ

実践研修
京都府大会出場出場者を対象に個別指導（９月下旬） ★

京都府大会
各地区二次予選通過から京都府代表を決定

　＊インターネット中継を予定
★10/2（火）

全国大会直前ｽｷﾙ
ｱｯﾌﾟ研修

京都支部、滋賀支部、奈良支部の全国大会出場者を対象に

個別指導（１０月下旬）　　　　＊３支部合同開催
★

全国大会 名古屋国際会議場（名古屋市） ★11/22（木）

受付 協会本部指定期間
6/1～7/20

審査 参加企業への電話審査
7/下旬～9/中旬

表彰 結果発表及び表彰式　＊電話応対ｺﾝｸｰﾙ全国大会 ★11/22（木）

ＩＣＴ活用推進事業

ＮＴＴとの連携施策
ＮＴＴ　ＷＥＳＴ
ＣＯＬＬＥＣＴＩＯＮ ｉｎ
ＫＹＯＴＯ

ＮＴＴ：機器展示商談会（京都）

Ｕ協会：ＩＣＴセミナーを予定
★

ＮＴＴ連携施策と

セット開催

ＩＣＴ・ＩｏＴに関するテーマで専門講師によるセミナー

を開催
★

役員懇談会開催時
ＮＴＴ西日本グループの事業動向等をテーマとするセミ

ナーを開催（ＮＴＴ商品の展示説明を予定）
★

理事会開催時
セキュリティ、ワークスタイル変革、地方創生等をテーマ

にＮＴＴ京都支店幹部等によるミニセミナーを開催
★

各商工会議所、商工

会等との共催施策

商工会議所、商工会及び各青年部・婦人部等との共催によ

るセミナー・ミニセミナーを開催（ＮＴＴとの連携予定）

ＳＮＳ等活用講座
ｏｆｆｉｃｅ・メール、スマートホン・タブレットのソフ

トやアプリの活用等

その他事業等

理事会 ★

役員懇談会
1部：役員懇談会（NTT西日本ｸﾞﾙｰﾌﾟの最新事業動向）

2部：ＩＣＴ＆コミュニケーションセミナー
★

会員サークル作品展示会 ﾊﾟｯﾁﾜｰｸ教室
京丹後ふれあいステーションのパッチワーク教室生徒様の

作品を展示（ＮＴＴ西日本峰山ビル他）
★

京都支部ニュース
発行

京都支部ニュース発行

　※テレコムフォーラム誌に同梱

テレコムフォーラ
ム誌発行

本部から会員様へ直送

　※事業案内等を同梱

ホームページ
各事業の開催案内及び開催模様等をその都度掲載し、事業

への参加要請及び事業実施状況を発信

新規会員拡大及び退会抑止

・電話帳取次情報に基づく入会フォローの実施

・各種施策実施時を通じた勧奨活動

・各商工会議所様、商工会様会報誌等による勧奨活動

・事業への参加、各種割引等の遡及による退会抑止

　　＊支部ニュースに毎月特典掲載

※各事業の詳細等は、ホームページに掲載及び京都支部ニュース等によりその都度案内する。

※掲載以外の事業を実施する場合がある。また、都合により事業を変更・中止する場合がある。

広報活動等

ＩＣＴ関連セミナー等

電話応対コンクール

企業電話応対コンテスト

平成３０年度　年間事業施策実施予定  

開催予定月等
内容主な事業施策

フレッシュ社員等
ビジネスマナー研修

電話応対技能検定
（もしもし検定）
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【第３号議案の②】 

 

 

【収入の部】 　（単位：円）

会費収入 615,000

  会員会費収入 600,000

  賛助会費収入 15,000

事業収入 1,510,000

　電話応対競技会収入 470,000

  業務提携収入 450,000

  その他収入 20,000

　セミナー等収入 1,010,000

  業務提携収入 700,000

セミナー等（公１） 250,000

セミナー等（公２） 150,000

セミナー等（その他） 300,000

  その他収入 310,000

セミナー等（公１） 250,000

セミナー等（その他） 60,000

　通信教育・訓練収益 30,000

  施設見学会 0 90,000 0

　ネット情報提供収入（業務提携） 0 100,000 100,000

50

0

0

2,125,050

【支出の部】 （単位：円）

事業費 1,304,000

　電話応対競技会費 450,000

　セミナー等費 750,000

セミナー等（公１） 300,000

セミナー等（公２） 150,000

セミナー等（その他） 300,000

  通信教育・訓練費 54,000

　組織強化費 50,000

　ネット情報提供費 0

　施設見学会 0

400,000

　会議費 200,000

　その他経費 200,000

390,000

　上部費等支出 340,000

　消費税等分担支出 50,000

(Ｂ)当期支出合計 2,094,000

31,050

1,088,856

1,119,906

0

15,000 15,000

1,860,000 1,596,910

749,000

300,000 300,000

　勘　　定　　科　　目
平成２９年度

予算
平成２９年度

決算（Ｂ)
差引増減額
（Ａ）-（Ｂ）

1,340,000 1,194,910

1,050,000 1,050,000

734,000 603,000

0 2,000

300,000 302,000

500,000 500,000

290,000 144,910

350,000 350,000

200,000 200,000

30,000 0

110,000 0

180,000 144,910

2,571,000 1,776,187

内部取引収入 0 50,000

雑収入 100 0

600,000 475,547

250,000 428,795

1,600,000 1,310,483

81,000 0

300,000 230,880

700,000 604,056

240,000 0

300,000 21,309

100,000 15,600

100,000 324,213

内部取引支出

350,000 462,389

250,000 138,176 61,824

▲ 62,389

50,000 47,967

3,201,000 2,622,494

280,000 383,918

230,000 335,951

54,000

▲ 304,056

▲ 80,880

平成３０年度収支予算（案） 

▲ 528,494

2,033

4,049

6,082

▲ 124,213

平成３０年度
予算（A)

30,000

50

0

0

▲ 50,000

▲ 175,547

▲ 560,483

21,205

▲ 472,187

▲ 50,000

▲ 100,000

▲ 350,000

▲ 184,910

60,000

105,090

165,090

▲ 200,000

▲ 3,000

▲ 3,000

自：平成30年4月 1 日

至：平成31年3月31日

18,000

150,000

168,000

▲ 86,910

0

618,000

その他収入 0 0 0

(A)当期収入合計 2,609,100 2,264,910 ▲ 139,860

1,446,440 ▲ 357,584

　勘　　定　　科　　目
平成３０年度

予算（A)
平成２９年度

予算
平成２９年度

決算（Ｂ)
差引増減額
（Ａ）-（Ｂ）

管理費

▲ 15,600

28,691

(Ｅ)次期繰越額(C+D) 854,540 1,088,856 31,050

(Ｃ)当期収支差額(A-Ｂ) ▲ 591,900 ▲ 357,584 388,634

(Ｄ)前期繰越額 1,446,440


